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■□■ショートコメント■□■ 

◆「インド映画史を塗り替える、めくるめく映画体験！」「荘厳にして絢爛豪華！」チラ

シにはそんな宣伝文句が踊り、「女神の誕生」というサブタイトル通りの美女の姿が映って

いる。 

『パドマーワト』と言われても何のことかサッパリわからないが、本作は、１６世紀に

生み出されたインド古来の伝記で、「パドマーワトに描かれた愛と誇り物語が、５００年の

時を超えて、インド映画史上最大級の制作費を費やした究極の映像美で蘇る！」だそうだ。 

 

◆チラシによれば、本作のストーリーは次の通りだ。 

 

 ◆本作は確かに「荘厳にして絢爛豪華！」。しかし、約３時間の長尺にもかかわらず、そ

の内容は美女・パドマーワティ（ディーピカー・パードゥコーン）を巡る２人の男の確執

（取り合い）に終始している。そして、ラタン・シン（シャーヒド・カプール）率いるメ

ーワール王国と、イスラム教国の王・アラーウッディーン（ランヴィール・シン）率いる

大軍との激突はいかにもあっけない。 

 エリザベス・テイラーが主演した『クレオパトラ』（63年）では、絶世の美女クレオパト

ラを巡るレックス・ハリソン演ずるシーザーとリチャード・バートン演ずるアントニーの

確執が大きなテーマだったが、同時に地中海の支配を巡るローマ帝国ｖｓエジプト王国の
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戦いのスペクタクルが大きな見モノだった。それに比べると、本作は全然ダメ・・・。 

 

 ◆『バーフバリ 王の凱旋 完全版』（17年）は、複雑に絡み合ったストーリーもメチャ

面白く、何とも絢爛豪華なインド映画の歴史絵巻だった（『シネマ42』未掲載）が、それに

比べても本作は全然ダメ。これでは、インドで大ヒットしたとしても、日本での『バーフ

バリ』旋風の再来はとてもムリ・・・。 

２０１９（令和元）年６月１４日記 

 

 


